
第 10条 化学消防車 

 
１ 現行の指針 

  市町村が配置する化学消防車の台数は、次に掲げる数を合算して得た数を基準と

する。 

①  第 4類危険物を貯蔵し、又は取り扱う製造所、屋内貯蔵所、屋外タンク貯蔵所、

屋外貯蔵所及び一般取扱所（以下「5対象施設」という。）の数に応じた数 

・ 施設数が 50以上 500未満の場合 1台 

・ 施設数が 500以上 1,000未満の場合 2台 

・ 施設数が1,000以上の場合 2台に1,000を超える施設数おおむね1,000ごとに1台 

②  5 対象施設において取り扱う第 4 類危険物の最大貯蔵・取扱量の指定数量の倍

数等に応じた数 

・ 指定数量が 6万倍以上 240万倍未満の場合 1台 

・ 指定数量が 240万倍以上 480万倍未満の場合 2台 

・ 指定数量が 480万倍以上の場合 3台 

③  原子炉を設置している工場等がある場合 1 台 
 

２ 現状と課題 

○ 平成 15 年から平成 25 年の 10 年間で 5 対象施設の数は 28,547 施設（12.6％）

減少しているが、製造所、屋外タンク貯蔵所及び一般取扱所の火災及び流出事故

の件数が増加しているため、全体の発生件数は増加傾向にある。（別紙参照） 

○ 施設ごとの火災及び流出事故の件数を見ると、屋内貯蔵所と屋外貯蔵所の件数

が極端に少なく施設ごとにバラツキが見られる。（別紙参照） 
 

３ 対応策・考え方 

5 対象施設の火災及び流出事故の発生割合は、施設ごとにバラツキが見られる。

このため、5 対象施設の数に施設ごとの火災及び流出事故の発生割合の要素を加味

し、化学消防車の台数が算出されるように指針を見直す。 

具体的には、平成 20年から平成 24年の 5年間における施設ごとの火災及び流出

事故の発生割合から補正係数を算出し、それぞれの施設数に当該補正係数を乗じて

得た数の合計に応じた台数を基準とする。 
 

【補正係数】 

施設 補正係数 

参考 

施設数 

（a） 

事故発生件数

（b） 

事故発生割合 

(b)/(a)×1,000 

製造所 5 5,148 25 4.86  

屋内貯蔵所 0.1 52,605 2 0.04  

屋外タンク貯蔵所 1 68,605 32 0.47  

屋外貯蔵所 0.1 11,206 1 0.09  

一般取扱所 1.5 68,811 103 1.50 

計 206,375 163 － 
※ 施設数は、H20～H24 の各年 3月 31日現在の数の平均 

※ 事故発生件数は、H20～H24 の年中の火災件数と流出事故件数の合計の平均 

※ 施設ごとの補正係数×施設数の合計＝203,943≒施設数(a) 
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４ 条文のイメージ 

現 行 改正案 

第１０条 危険物の製造所等（危険物の規制

に関する政令（昭和３４年政令第３０６

号）第６条第１項に規定する「製造所等」

をいう。以下同じ。）及び原子炉設置事業

所等の火災の鎮圧のため、化学消防車（大

型化学消防車を含む。以下同じ。）を配置

するものとし、その数は、次の各号に掲げ

る数を合算して得た数を基準として、市町

村に存する製造所等及び原子炉設置事業

所等の数、規模、種類等を勘案した数とす

る。 

 ⑴ 法別表第１に定める第４類の危険物

を貯蔵し、又は取り扱う製造所、屋内貯

蔵所、屋外タンク貯蔵所、屋外貯蔵所及

び一般取扱所（以下「第４類危険物の５

対象施設」という。）  の数に    

                   

   応じ左に掲げる台数 

  イ 第４類危険物の５対象施設の数が

５０以上５００未満の場合 １台 

  ロ 第４類危険物の５対象施設の数が

５００以上１，０００未満の場合 ２

台 

  ハ 第４類危険物の５対象施設の数が

１，０００以上の場合、２台に１，０

００を超える第４類危険物の５対象

施設の数おおむね１，０００ごとに１

台を加算した台数 

（以下、省略） 

第１０条 危険物の製造所等（危険物の規制

に関する政令（昭和３４年政令第３０６

号）第６条第１項に規定する「製造所等」

をいう。以下同じ。）及び原子炉設置事業

所等の火災の鎮圧のため、化学消防車（大

型化学消防車を含む。以下同じ。）を配置

するものとし、その数は、次の各号に掲げ

る数を合算して得た数を基準として、市町

村に存する製造所等及び原子炉設置事業

所等の数、規模、種類等を勘案した数とす

る。 

 ⑴ 法別表第１に定める第４類の危険物

を貯蔵し、又は取り扱う製造所、屋内貯

蔵所、屋外タンク貯蔵所、屋外貯蔵所及

び一般取扱所（以下「第４類危険物の５

対象施設」という。）ごとの数に別表第

７に掲げる補正係数を乗じて得た数の

合計に応じ左に掲げる台数 

  イ 第４類危険物の５対象施設の数が

５０以上５００未満の場合 １台 

  ロ 第４類危険物の５対象施設の数が

５００以上１，０００未満の場合 ２

台 

  ハ 第４類危険物の５対象施設の数が

１，０００以上の場合、２台に１，０

００を超える第４類危険物の５対象

施設の数おおむね１，０００ごとに１

台を加算した台数 

（中略） 

 

別表第７（第 10条第 1項第 1号関係） 

第４類危険物の５対象施設 補正係数 

製造所 5 

屋内貯蔵所 0.1 

屋外タンク貯蔵所 1 

屋外貯蔵所 0.1 

一般取扱所 1.5 
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別紙 

5対象施設数の推移   （各年 3月 31日現在） 

※ 出典：「消防白書」 

5対象施設の火災・流出事故発生件数の推移（各年中） 

【火災】     【流出事故】 

 

 

 

※ 火災件数及び流出事故件数とも「消防白書」に記載の件数 

火災件数 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
H15→H24

増減

製造所 24 33 27 35 27 23 30 40 30 27 3

屋内貯蔵所 2 6 2 0 5 4 1 2 6 2 0

屋外タンク貯蔵所 2 1 4 3 4 5 4 1 2 5 3

屋外貯蔵所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般取扱所 111 107 122 139 104 116 93 103 119 128 17

合計 139 147 155 177 140 148 128 146 157 162 23

流出件数 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
H15→H24

増減

製造所 14 11 10 19 20 17 19 16 26 25 11

屋内貯蔵所 2 2 1 0 0 1 1 2 1 1 ▲ 1

屋外タンク貯蔵所 54 40 61 52 99 52 49 56 62 81 27

屋外貯蔵所 0 0 1 0 0 0 1 3 2 0 0

一般取扱所 79 77 80 75 89 90 86 102 95 96 17

合計 149 130 153 146 208 160 156 179 186 203 54
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